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佐藤良昭･鈴木泰輔

お役にたつならば,たいへん嬉しく思う.

援後にたったが,私達が地質調査所を退職して以来,

長期間にわたってこの原稿に手をいれ,体裁をととの

え,印刷公表できるまでにこぎつけて下さった遠藤祐二

海外資源特別研究官に厚くお礼を申し上げる.
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大慶福油管理局

一中国鉱山企業の現況案内一

く中禺経済新聞>1990.12.17より

大慶石油管理局は国営超大型企業で,全中国100大企

業のトップに位置し,所管する油田は世界にも数少ない

年産原油量5,OOO万tの超特大油田の一つである.

大慶油田は黒竜江省西部の松撤平原にあって,油田の

面積は5,470㎞2,原油の地質鉱量は48億tである.現

在の職員･工員数は219,500名,固定資産総額は128億

元である.

1959年9月26目の松基3号井の噴油が大慶油田の誕生

とされている.その後1960年3月に,国務院と中国共産

党中央幹部会の承認を経て,石油工業部が全国の石油企

業の力を結集して大慶での石油探査活動を組織し,大慶

油田の全面的探鉱と開発の序幕が切って落とされたので

ある.

この30年来,政府と上部機関,国民と軍隊の支援,油

田で働く人序の努力によって,生産と管理の上で次の様

た成果を収めてきた.

1.生産した原油は累計10億t,生産･販売した天然

ガスは累計146億m3である.

2.石油の地質鉱量が全面的探鉱開始時の26億tから

48億tに増加した.

3.年間原油産出量が5,000万tの水準を14年運続し

て維持し,生産が安定している.

4.国家財政に累計779億元を納め,その額は同じ期問

に国家が本油田に投資した総額の11.8倍に相当L,同時

に輸出原油2億tを国家に提供し,それが国家に外貨

280億ドルをもたらした.

5.石油と天然ガスの生産を主体とし,工業と農業の

発展と比較的調和した,機能カミ比較的整った,新しいタ

イプの都市を建設した.

6.生産の発展に努める中で,国策を堅持する,英雄

的精神に学び鍛えられた油田技師･油田労働者の隊伍を

生んだ.
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